
町会・自治会に加入しましょう!! 町会・自治会は、地域に住む人たちが、明るく住みよい町づくりをめざして、
地域におけるいろいろな問題の解決に取り組んでいる自主的団体です。（ ）

（1）　　　　　令和８年３月1日 第321号い た ば し 町 連

板 橋 区 町 会 連 合 会

第321号

二次元コードからアクセスすると

最新と過去の「いたばし町連」を

ご覧いただだくことができます。
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生前予約承ります
区民葬
福祉葬
都職
板橋青色申告会
郵政福祉
24時間霊安室有（冷蔵庫有り）
協定斎場2日間８万円（区内）
協定斎場2日間10万円（区外）

家族葬一式
新館（板橋区協定斎場）寝台車（営業車）24時間

〔本館有り〕

　　0120－88－5683
相談コーナー　03-3966-5683
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祝  二十歳のつどい

　

町
連
各
支
部
で
は
、
関

係
機
関
・
団
体
と
協
力
し

て
、
左
表
の
と
お
り
桜
ま

つ
り
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
各
会
場
で
は
、
模
擬

店
や
演
芸
、
音
楽
演
奏
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

桜
ま
つ
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※令和８年２月20日現在。各行事内容や雨天時の開催・中止決定等、詳しくは管轄の地域センター
にお問い合わせください。

行事名 開 催 日 開 催 時 間 式　典 会　場
富士見さくらの
小径まつり ３月15日（日）

３月21日（土）

３月22日（日）

３月22日（日）

３月22日（日）

３月22日（日）

３月29日（日）

３月29日（日）

３月29日（日）

３月29日（日）

板橋フレンドセンター校庭、体育館
（富士見町3-1）

桜川さくらまつり 10時30分～
15時

10時～14時

10時～15時

10時～
15時30分

11時

10時45分

10時

10時30分

10時30分

10時30分

12時

12時30分

10時

板橋第五中学校
（板橋4-49-3）
板橋第二中学校
（幸町2６-1）

桜川小学校校庭
（東新町2-29-1）

板橋支部桜まつり 11時～15時

11時～
14時30分

10時～14時

10時～15時

10時30分～
15時

10時～15時

仲町地区桜まつり

常盤台桜まつり

前野桜まつり

11時30分徳丸桜まつり

志村坂上地区
桜まつり

平和公園（常盤台４-３）

西徳第一公園（徳丸1-42-1）

小豆沢野球場
（小豆沢3-1-1）

前野公園（前野町5-1-1）

蓮根桜まつり 城北公園野球場
（坂下2-19-1）

都立浮間公園（舟渡2-1）舟渡桜まつり

　

１
月
12
日
（
月
）、
区
内
18

か
所
に
お
い
て
、
町
会
連
合

会
各
支
部
・
青
少
年
健
全
育

成
各
地
区
委
員
会
・
板
橋
区

の
共
催
に
よ
り
、「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
平
成

17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
５
、

３
１
９
名
（
令
和
７
年
11
月

15
日
現
在
）で
、参
加
者
は
２
、

７
３
０
名（
参
加
率
51
・
３
％
）

だ
っ
た
。

発 行 板 橋 区 町 会 連 合 会
東京都板橋区板橋2-66-1
板橋区役所区民文化部
地域振興課気付
電　話　03-3579-2163

会 長 小 林 英 子
板橋区町会連合会広報部
株式会社三六工芸印刷社
　東京都板橋区蓮沼町34-14
　電　話　03-3969-0361

　
編 集
印 刷



い た ば し 町 連 令和８年3月1日　　　　　（2）第321号

町
の
功
労
者
等
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
地
域
振
興
研
修
会

町
会
連
合
会
新
年
懇
談
会

町
会
連
合
会
新
年
懇
談
会

町
会
連
合
会
新
年
懇
談
会

町
会
連
合
会
新
年
懇
談
会

令
和
８
年
板
橋
区
新
年
賀
詞
交
歓
会

令
和
８
年
板
橋
区
新
年
賀
詞
交
歓
会

　

１
月
５
日
（
月
）
午
前

11
時
か
ら
区
立
植
村
記
念

加
賀
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
官
民
を
問
わ

ず
様
々
な
分
野
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
９
５
９
人

が
出
席
し
て
令
和
８
年
板

橋
区
新
年
賀
詞
交
歓
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
で
あ

る
坂
本
健
区
長
が
参
会
者

並
び
に
58
万
区
民
に
対
し

て
新
年
の
挨
拶
、
さ
ら
に

今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

た
。

▽
令
和
８
年
度
は
、
新
た

な
基
本
構
想
、
基
本
計
画

の
初
年
度
で
、
将
来
像
の

実
現
に
向
け
た
成
長
と
発

　

令
和
８
年
板
橋
区
町
会

連
合
会
新
年
懇
談
会
が
、

１
月
21
日
（
水
）
午
後
５

時
か
ら
、
区
立
文
化
会
館

大
会
議
室
に
お
い
て
、
来

賓
及
び
町
会
・
自
治
会
長

合
わ
せ
て
１
９
５
名
が
列

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
式
典
は
、
山
家

正
道
副
会
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
は
じ
め
に
主
催

者
と
し
て
小
林
英
子
会
長

か
ら
、
以
下
の
挨
拶
（
概

要
）
が
あ
っ
た
。

　

新
年
の
お
祝
い
と
参
加

へ
の
御
礼
の
言
葉
の
の

　

12
月
23
日（
火
）午
後
１

時
30
分
か
ら
区
立
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

町
の
功
労
者
等
へ
の
感
謝

状
贈
呈
式（
板
橋
区
主
催
）

が
行
わ
れ
た
。終
了
後
、引

き
続
き
同
会
場
で
第
40
回

地
域
振
興
研
修
会（
共
催
：

板
橋
区
町
会
連
合
会
・
社

会
福
祉
法
人 

板
橋
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
後
援
：

板
橋
区
）が
開
催
さ
れ
、４

２
１
名
が
参
加
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、

永
年
に
わ
た
り
住
み
よ
い

町
づ
く
り
や
防
災
事
業
な

　

仕
事
納
め
と
な
る
昨
年

12
月
26
日（
金
）、小
林
英

子
町
連
会
長
と
副
会
長
で

区
役
所
を
訪
れ
、坂
本
区

長
に
一
年
間
の
ご
協
力
に

感
謝
し
、今
後
も
地
域
の

発
展
の
た
め
尽
力
す
る
旨

の
年
末
挨
拶
を
行
っ
た
。

小林会長の挨拶

展
の
礎
を
築
い
て
い
く
ス

タ
ー
ト
の
年
で
、
区
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
団
体
、

事
業
者
な
ど
、
様
々
な
主

体
と
の
連
携
を
大
切
に
、

と
も
に
未
来
を
創
り
あ
げ

て
い
き
た
い
。

▽
心
身
の
充
実
と
幸
福
感

を
は
ぐ
く
み
、
未
来
へ
の

価
値
創
造
を
推
進
す
る

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
戦

略
」
で
は
、
す
べ
て
の
人

が
心
も
体
も
健
や
か
に
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

世
代
や
背
景
を
問
わ
ず
、

誰
も
が
つ
な
が
り
、
支
え

合
い
な
が
ら
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
や
さ
し
い
ま
ち
を
実

現
す
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら

育
児
期
ま
で
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
充
実
や
、
幼

児
教
育
・
保
育
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
・
機
能
な
ど
の 

質
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

部
活
動
の
地
域
移
行
や
、

あ
い
キ
ッ
ズ
の
質
の
向
上

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
・
居
場
所
の
さ
ら
な
る

充
実
に
取
り
組
む
。

▽
多
様
な
価
値
を
共
創

し
、
地
域
の
魅
力
と
創
造

性
を
高
め
る
「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
戦
略
」
で
は
、
多

様
な
主
体
が
連
携
し
、
創

意
工
夫
を
図
り
な
が
ら
ま

ち
の
魅
力
を
創
造
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
自
然
・

歴
史
・
文
化
・
も
の
づ
く

り
の
技
術
な
ど
を
大
切

に
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す 
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
実
現
す
る
。　

　

主
に
は
、
令
和
９
年
度

の
開
園
に
向
け
、
板
橋
公

園
の
再
整
備
。
都
内
初
と

な
る
近
代
化
・
産
業
遺
産

を
保
存
・
活
用
し
た
史
跡

公
園
の
基
本
設
計
着
手
、

大
山
・
板
橋
・
上
板
橋
の

駅
周
辺
と
、
高
島
平
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
で
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
や
、
持
続
的

な
発
展
に
つ
な
が
る
取
組

を
推
進
す
る
。

▽
社
会
変
革
を
促
進
す
る

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
」
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
、
区
民
生

活
の
質
の
向
上
を
図
り
、

未
来
に
向
け
、
持
続
可
能

で
強
靭
な
区
政
運
営
と 

地
域
社
会
の
変
革
を
促
進

す
る
。
環
境
や
防
災
対

策
、
多
様
性
と
包
摂
性
に

富
ん
だ
地
域
づ
く
り
な

ど
、
暮
ら
し
に
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
人
が
つ
な
が
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
、
誰

も
が
便
利
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
実
現
す
る
。
主
な
取

組
と
し
て
は
、
行
政
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
拡

充
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業

務
改
善
、
「
地
区
別
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し

た
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な

る
向
上
、
不
燃
化
・
耐
震

化
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
。

▽
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
を

見
据
え
た
地
域
や
企
業
と

様
々
な
取
組
を
展
開
す

る
。

　

続
い
て
、
田
中
し
ゅ
ん

す
け
区
議
会
議
長
の
挨

拶
、
高
木
け
い
衆
議
院
議

員
の
挨
拶
及
び
万
歳
三
唱

が
あ
り
、
登
壇
者
の
紹
介

の
後
、
か
ま
た
悦
子
都
議

会
議
員
に
よ
る
乾
杯
が
行

わ
れ
、
懇
談
に
入
っ
た
。

　

今
年
も
友
好
交
流
都
市

の
地
酒
や
ゆ
か
り
の
名
産

品
、
板
橋
の
い
っ
ぴ
ん
等

が
用
意
さ
れ
た
。

ち
、
令
和
８
年
は
午
年
の

中
で
も
丙
午
に
あ
た
り
、

「
勢
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
て
、
活
動
的
に
な

る
」
縁
起
の
良
い
年
（
と

し
）
で
あ
る
こ
と
を
紹

介
。

　

町
連
と
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
経
験
を
大
切

に
し
、
さ
ら
に
一
歩
、
午

の
ご
と
く
勢
い
を
増
し
て

皆
と
と
も
に
地
域
の
結
束

力
を
高
め
て
住
み
つ
づ
け

た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

決
意
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
坂
本
健
板
橋

区
長
、
あ
く
つ
幸
彦
衆
議

院
議
員
、
河
野
ゆ
う
き
東

京
都
議
会
議
員
、
田
中
し

ゅ
ん
す
け
板
橋
区
議
会
議

長
の
来
賓
祝
辞
と
多
数
の

来
賓
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
第
二
部
懇
談

会
で
は
、
髙
田
美
種
副
会

長
に
司
会
が
替
わ
り
、
齊

藤
得
彌
板
橋
区
商
店
街
連

合
会
会
長
の
発
声
に
よ
る

乾
杯
で
懇
談
に
入
り
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
は
和
や
か
に

ま
た
賑
や
か
に
歓
談
が
続

い
た
。

　

最
後
に
、
中
締
め
を
兼

ね
た
尾
科
善
彦
副
区
長
の

先
導
に
よ
る
町
連
に
対
す

る
エ
ー
ル
（
万
歳
三
唱
）

と
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で

小
日
向
克
昭
副
会
長
の
先

導
に
よ
る
板
橋
区
の
伸
長

発
展
を
期
し
た
エ
ー
ル

（
万
歳
三
唱
）
が
あ
り
、

閉
会
と
な
っ
た
。

※
肩
書
等
は
開
催
日
時
点

区長の祝辞

齊藤商連会長による乾杯の発声

小日向副会長によるエール

町連会長の閉会挨拶

感謝状を受け取る小林会長

区長挨拶

会場の様子

感謝状贈呈

尾科副区長によるエール

の
連
携
強
化
、
絵
本
文
化

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
資

源
が
磨
か
れ
、
区
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
の
創
造
的

な
活
動
が
都
市
文
化
と
し

て
根
付
き
、
多
様
な
文
化

や
芸
術
の
交
流
が
は
ぐ
く

ま
れ
、
新
た
な
価
値
や
魅

力
が
創
り
出
さ
れ
る
「
創

造
都
市
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
ィ
）
」
構
想
等
を

示
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
板
橋
区
の
未
来

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の

ど
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
町

の
功
労
者
１
６
７
名
と
１

団
体
、防
災
功
労
者
16
名
、

集
団
回
収
登
録
団
体
⑤
団

体
が
対
象
と
な
り
、
坂
本

健
区
長
か
ら
分
野
別
地
域

別
代
表
者
に
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
た
。そ
の
後
、坂
本

区
長
に
よ
る
受
賞
者
へ
の

感
謝
を
込
め
た
挨
拶
、
田

中
し
ゅ
ん
す
け
区
議
会
議

長
の
祝
辞
が
あ
り
、
防
災

本
部
長
功
労
の
髙
瀨
正
典

（
徳
丸
支
部
六
ツ
和
会
会

長
・
町
連
監
事
）
か
ら
受

賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
地

域
振
興
研
修
会
で
は
、
は

じ
め
に
小
林
英
子
町
連
会

長
及
び
相
田
義
正
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
か
ら
主
催

者
挨
拶
が
あ
り
、
本
題
に

入
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
大

阪
出
身
の
放
送
作
家
の

野
々
村
友
紀
子
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
強
く
生
き

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
〜
野
々

村
友
紀
子
が
伝
え
た
い
人

生
で
大
切
な
こ
と
〜
」
と

題
し
て
行
わ
れ
た
。

　

人
間
関
係
や
夫
婦
関

係
、
家
事
や
子
育
て
へ
の

地域振興研修会での会長挨拶

野々村友紀子講師

懇談の様子

年
末
区
長
訪
問

年
末
区
長
訪
問

東
京
都
知
事
感
謝
状
受
賞

向
き
合
い
方
に
つ
い
て
お

も
し
ろ
お
か
し
く
、
わ
か

り
や
す
く
、
お
話
い
た
だ

い
た
。

＊
町
の
功
労
者
等
感
謝
状

贈
呈
対
象
者
氏
名
及
び
団

体
名
称
は
前
号
（
３
２
０

日
号
・
１
月
発
行
）
に
掲

載
済
で
す
。

　

和
や
か
な
歓
談
が
続
く

な
か
、
舞
台
で
は
神
田
流

弥
生
囃
子
保
存
会
に
よ
る

演
奏
や
日
本
舞
踊
・
長

唄
・
箏
曲
・
三
味
線
・
尺

八
な
ど
の
伝
統
を
継
承
し

た
演
目
を
演
奏
し
て
い
る

「
日
本
趣
味
の
つ
ど
い
」

の
皆
様
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
順
調
に
進
行
す
る
中

で
、
小
林
英
子
町
連
会
長

の
中
締
め
で
、
お
開
き
と

な
っ
た
。

　

２
月
４
日（
水
）京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル「
扇
」の
間
で

午
後
１
時
か
ら
東
京
都
知

事
感
謝
状（
国
勢
調
査
功

労
）が
板
橋
区
町
会
連
合

会
を
代
表
し
て
、小
林
英

子
会
長
に
贈
呈
さ
れ
た
。

う
ま

セントラルフーズさんいち株式会社

CATERING SERVICE
・・・美味しいお料理とサービス
　　　まごころと信頼をお届けします・・・

本店：☎03（5943）5531　FAX03（5943）5532
大山店：☎03（3579）8531（板橋区立グリーンホール内）　
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～最も身近で、最も頼りにされる金融機関を目指して～

板 橋 支 店　 板橋区板橋2-67-8　　　　☎（3961）5371（代）
大 山 支 店　 板橋区大山町22-5　　　　☎（3956）1161（代）
志 村 支 店　 板橋区小豆沢1-11-7　　　☎（3966）0136（代）
志村坂下支店　 板橋区東坂下2-16-4　　　☎（3968）0481（代）
成 増 支 店　 板橋区成増1-29-7　　　　☎（3930）7136（代）
上板橋支店　 板橋区桜川3-21-11　　　☎（3559）1491（代）

東京信用金庫

﹁
板
橋
区
青
少
年
表
彰
﹂

表
彰
式

﹁
板
橋
区
青
少
年
表
彰
﹂

表
彰
式

中
台
地
域
セ
ン
タ
ー

作
　

品
　

展

令
和
８
年
板
橋
・

志
村
消
防
団
始
式

令
和
８
年
板
橋
・

志
村
消
防
団
始
式

七
草
が
ゆ
の
集
い

新
春

町
会
・
自
治
会
活
動
の
紹
介
と

加
入
促
進
パ
ネ
ル
展
示

町
会
・
自
治
会
活
動
の
紹
介
と

加
入
促
進
パ
ネ
ル
展
示

　

中
台
地
域
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
第
34
回
作
品
展
が
、

１
月
31
日
（
土
）
・
２
月

１
日
（
日
）
に
中
台
地
域

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　

初
日
10
時
か
ら
は
開
会

式
が
行
わ
れ
、
山
口
和
男

支
部
長
に
よ
る
主
催
者
挨

拶
、
坂
本
健
区
長
に
よ
る

来
賓
挨
拶
、
続
い
て
来
賓

紹
介
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
中
台

地
区
の
方
々
が
日
頃
の
創

作
活
動
の
成
果
を
披
露
す

る
場
と
し
て
、
書
道
・
華

道
・
絵
画
・
絵
手
紙
・
パ

　

令
和
７
年
12
月
６
日

（
土
）
14
時
か
ら
、
板
橋

区
役
所
６
階
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
研
修
室
に
て
、

「
板
橋
区
青
少
年
表
彰
」

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や

消
防
少
年
団
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
で
、
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
、
他
の

模
範
と
な
る
活
動
が
評
価

さ
れ
た
方
々
、
あ
わ
せ
て

36
件
（
個
人
29
名
と
７
団

体
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
坂

本
健
区
長
か
ら
、
長
い
間

の
社
会
的
活
動
や
善
行
へ

の
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
町
会
連
合

会
の
大
戸
孝
宏
副
会
長
か

ら
は
受
賞
へ
の
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
、
松
本
未
羽
さ
ん

の
謝
辞
で
式
典
は
終
了
し

た
。

　

１
月
７
日（
水
）午
前
11

時
か
ら
坂
下
二
丁
目
の
区

立
城
北
公
園（
野
球
場
）で

「
新
春
七
草
が
ゆ
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
行
事
は
、正
月
７

日
に
無
病
息
災
を
願
っ
て

春
の
七
草（
せ
り
、な
ず

な
、ご
ぎ
ょ
う
、は
こ
べ

ら
、ほ
と
け
の
ざ
、す
ず

な
、す
ず
し
ろ
）を
入
れ
て

炊
い
た「
お
か
ゆ
」を
食
べ

る
と
い
う
古
く
か
ら
の
習

わ
し
に
因
ん
で
、板
橋
ふ

れ
あ
い
農
園
会
と
板
橋
区

が
板
橋
区
民
農
園
農
芸

指
導
員
の
会
及
び
Ｊ
Ａ
東

　

１
月
10
日（
土
）午
後
３

時
か
ら
電
設
健
保
総
合

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー「
へ

る
す
ぴ
あ
」に
お
い
て
、志

村
消
防
団
始
式
が
、１
月

18
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

植
村
記
念
加
賀
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、板

橋
消
防
団
始
式
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
た
。

　

消
防
団
員
は
、仕
事
・
学

業
・
家
事
等
の
か
た
わ
ら

消
火
・
救
助
等
の
訓
練
を

重
ね
、応
急
救
護
の
普
及

や
火
災
予
防
の
啓
発
活
動

に
携
わ
り
、発
災
時
に
は

消
防
署
員
と
と
も
に
災
害

活
動
に
あ
た
る
地
域
に
密

着
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
。

　

式
典
は
、昨
年
の
活
動

（
防
災
訓
練
指
導
や
救
命

講
習
指
導
な
ど
）が
特
に

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
分

団
・
団
員
や
、永
年
に
わ
た

っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
団

員
・
ご
家
族
に
対
し
て
、消

防
総
監
賞
・
防
災
部
長
賞
・

第
十
消
防
方
面
本
部
長

賞
・
板
橋
区
長
賞
・
消
防
署

長
賞
・
消
防
団
長
賞
な
ど

各
種
表
彰
・
感
謝
状
の
授

与
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、新
入
団
員
の

紹
介
と
そ
の
代
表
に
よ
る

　

１
月
13
日
（
火
）
〜
16

日
（
金
）
、
板
橋
区
役
所

１
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
地

域
振
興
課
主
催
に
よ
る
、

町
会
・
自
治
会
加
入
促
進

の
た
め
の
パ
ネ
ル
展
示
が

行
わ
れ
た
。

　

板
橋
区
で
は
、
町
会
・

自
治
会
が
公
共
性
の
高
い

奉
仕
団
体
と
し
て
、
日
頃

か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
や
安
心
・
安
全

な
地
域
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
防
災
・
防
犯
活
動

の
ほ
か
、
地
域
住
民
相
互

の
支
援
活
動
（
支
え
合
い

事
業
）
な
ど
を
行
っ
て
お 開会式での坂本区長挨拶

青少年表彰の様子

新入団員決意表明（志村消防団）人員報告の様子（板橋消防団）

広報部会の様子

式典で主催者挨拶をする坂本区長

見事な展示に見入る大勢の方々

パネル展示の様子

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
世
界
一
の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
〜

　

４
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

春
の
火
災
予
防
運
動

目
で
確
認　

声
出
し
確
認　

火
の
用
心

３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

　

令
和
８
年
２
月
９
日

（
月
）
に
第
３
回
広
報
部

会
が
開
催
さ
れ
、
鈴
木　

孝
広
報
部
長
の
司
会
で
会

議
が
進
行
さ
れ
た
。

議
題
と
し
て
、
発
行
済
み

の
前
２
号
の
検
証
と
今
後

発
行
予
定
の
２
号
の
掲
載

記
事
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
の

広
報
予
算
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
紙

代
、
イ
ン
ク
等
印
刷
代
の

高
騰
に
よ
る
令
和
８
年
度

の
広
報
部
の
予
算
へ
の
影

響
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ

れ
た
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
な
る
広
告
掲
載

ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
、
団
体

や
個
人
の
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

昨
年
よ
り
実
施
し
た
管
内

４
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

作
品
も
飾
ら
れ
、
見
ご
た

え
充
分
の
展
示
と
な
っ
て

い
た
。

　

い
ず
れ
の
作
品
も
力
作

揃
い
で
、
訪
れ
た
人
た
ち

も
感
嘆
の
声
を
あ
げ
な
が

ら
熱
心
に
見
入
っ
て
い

た
。

　

ま
た
、
開
会
式
終
了

後
、
先
着
1
0
0
名
の
方

に
、
お
し
る
こ
の
無
料
配

布
（
中
台
若
木
町
会
青
少

年
部
協
力
）
が
行
わ
れ
、

観
覧
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
た
。

り
、
災
害
発
生
時
に
果
た

す
役
割
も
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
存
在
の
重

要
性
は
今
後
も
大
き
な
も

の
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年

は
町
会
・
自
治
会
加
入
率

の
低
下
や
会
員
の
高
齢

化
、
活
動
の
担
い
手
不
足

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
各

町
会
・
自
治
会
で
は
、
運

動
会
・
地
区
ま
つ
り
等
の

地
域
行
事
の
機
会
を
捉
え

る
な
ど
し
て
、
町
会
・
自

治
会
へ
の
加
入
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

区
と
し
て
は
、
す
で
に

集
合
住
宅
建
設
事
業
者
と

建
設
地
の
町
会
・
自
治
会

と
の
協
議
促
進
な
ど
の
加

入
促
進
の
支
援
も
行
っ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
町
会
・

自
治
会
の
活
動
に
対
す
る

関
心
や
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
加
入
を
促
進
す
る

た
め
に
町
会
・
自
治
会
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

展
示
を
開
催
し
た
。

　

会
場
に
は
、
「
町
会
・

自
治
会
に
加
入
し
て
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
」
と
書
か
れ
た
旗
が

掲
げ
ら
れ
、
町
連
18
支
部

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

特
徴
的
な
活
動
の
写
真
及

び
そ
の
紹
介
文
が
支
部
ご

と
に
１
枚
の
パ
ネ
ル
に
ま

と
め
て
展
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
切
り
取
り
式
の
加
入

申
込
書
（
は
が
き
形
式
）

が
組
み
込
ま
れ
た
町
会
・

自
治
会
加
入
の
ご
案
内
や

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

町
連
機
関
紙
「
い
た
ば
し

町
連
」
を
自
由
に
持
ち
帰

れ
る
よ
う
に
配
置
し
、
加

入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

た
。

京
あ
お
ば
の
協
力
を
得
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、染
宮
利
章

板
橋
ふ
れ
あ
い
農
園
会
会

長
及
び
坂
本
健
区
長
か
ら

「
都
市
に
お
け
る
農
業
に

対
し
て
さ
ら
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、本
日
の
七
草
が
ゆ
で

１
年
間
健
康
に
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
」旨
の
主

催
者
挨
拶
が
あ
り
、続
い

て
多
数
の
来
賓
・
関
係
者

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
、区
内
産

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル「
七
草
が
ゆ
」

が
先
着
１
，０
０
０
名
に

配
ら
れ
、受
け
取
っ
た

人
々
は
美
味
し
そ
う
に
食

べ
て
い
た
。

　

ま
た
、冬
晴
れ
の
会
場

に
は
お
米
の
粉
で
作
ら
れ

た「
繭
玉
」が
飾
ら
れ
、農

産
物
の
即
売
の
ほ
か
、羽

根
つ
き
・
こ
ま
ま
わ
し
の

コ
ー
ナ
ー
・
災
害
義
援
金

の
募
金
箱
も
設
け
ら
れ
、

参
加
者
は
初
春
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
ん
で
い
た
。

決
意
表
明
や
、区
議
会
議

長
、都
議
会
議
員
、関
係
団

体
会
長
等
の
来
賓
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
は
粛
々
と
進
め
ら

れ
、最
後
に
消
防
団
長
に

よ
る
謝
辞
で
終
了
し
た
。

事務センター 板橋区南常盤台 1－36－8

併設の第三ホールにて法要等も承っております

大正15年
創 業

企
業
の
募
集
拡
大
を
図
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
も
広
告

を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る

方
の
紹
介
を
お
願
い
す
る
。

　

最
後
に
、
中
島
肇
副
部

長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し

た
。
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～さくら草展示～

～会場の様子～

円福寺明徳二年雲版
（「いたばしの文化財」より）

記念式典での山田支部長の祝辞

お点前コーナーでのおもてなし

キンボール ドッヂビー

不安なことがございましたら、ご相談ください。
２４時間３６５日　承ります

（有）服部葬儀社　℡.03-3930-2328
板橋区赤塚新町1-22-4　東武東上線下赤塚駅徒歩１分

火葬のみ・家族葬・区民葬・一般葬全般火葬のみ・家族葬・区民葬・一般葬全般 見積無料見積無料 権利擁護いたばしサポートセンター
たとえばこんなことをご相談ください
●介護や福祉サービスに関する契約手続きの不安
●通帳の入出金の確認や各種支払いなど日常の金銭管理の悩み
●成年後見制度について知りたい

まずはお気軽にご相談ください
社会福祉法人　板橋区社会福祉協議会
TEL（5943）7070　FAX(3964)0245

さ
い 

ど
う

め
い 

き

ひ
　
ぶ

つ

あ
な

か
た
ど

つ
ち

ば
ち

つ
き

ざ

快適ライフのアドバイザー
多様化するニーズに対応するため

これからもアイデーマンは躍進していきます

IDグループ

東京都板橋区南常盤台1-11-9　IDビル

tel:(03)3973-8529 fax:(03)3959-6067
電気設備設計施工　空調設備設計施工　床暖房工事

円
福
寺
明
徳
二
年
雲
版

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

中
　
台

「
第
38
回
　
中
台
地
区

　
　
　

さ
く
ら
草
ま
つ
り
」

短
　
歌

　

令
和
８
年
３
月
１
日

（
日
）に
、「
第
38
回
中
台
地

区
さ
く
ら
草
ま
つ
り
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
草
ま
つ
り
は
、地

域
の
さ
く
ら
草
愛
好
者

（
世
話
人
）を
中
心
に
、管

内
の
小
・
中
学
校
や
保
育

園
で
育
成
し
た
約
２
，３
０

０
鉢
の
さ
く
ら
草
を
若
木

小
学
校
校
庭
に
集
め
、来

場
者
の
皆
さ
ま
に
鑑
賞
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

会
場
で
は
、焼
き
そ
ば
、

　

令
和
８
年
１
月
12
日

（
月
・
祝
）、エコ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
に
て「
前
野
地
区
二
十

歳
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

近
年
は
前
野
小
学
校
体

育
館
で
式
典
を
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、今
回
は
６

年
ぶ
り
に
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
―
に
お
い
て
、記
念
式
典

と
懇
親
会
の
二
部
構
成
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、会
場
に
訪
れ
た

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
は
、久
し
ぶ
り
に
再

前
　
野

「
前
野
地
区

    

二
十
歳
の
つ
ど
い
」

今
回
は
西
台
三
丁
目
32

番
に
所
在
す
る
円
福
寺
が

所
蔵
す
る
「
円
福
寺
明
徳

二
年
雲
版
」
を
紹
介
し
て

ま
い
り
ま
す
。

雲
版
と
は
、
主
に
禅
宗

の
寺
で
庫
裏
や
斎
堂
に
掛

け
、僧
侶
の
起
床
や
食
事
、

法
要
の
開
始
を
知
ら
せ
る

合
図
に
打
ち
鳴
ら
す
鳴
器

で
、
多
く
は
鉄
や
青
銅
を

鋳
造
し
て
作
ら
れ
ま
す
。

そ
の
名
称
は
、
大
小
の
曲

線
を
組
み
合
わ
せ
て
、
沸

き
立
つ
雲
を
象
っ
た
形
状

に
由
来
し
ま
す
。古
来
、雲

は
雨
を
呼
ぶ
も
の
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
火
を
扱
う

場
所
に
掛
け
る
こ
と
で

「
火
事
に
な
ら
な
い
よ
う

に
」と
の
願
い
を
込
め
た
、

火
伏
せ
の
象
徴
で
も
あ
り

ま
し
た
。こ
う
し
た
形
状

は
中
国
の
宋
の
時
代
（
九

六
〇
〜
一
二
七
九
）
に
は

完
成
し
て
お
り
、
鎌
倉
時

代
に
禅
宗
と
と
も
に
日
本

へ
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

円
福
寺
の
雲
版
は
青
銅

製
で
、法
量
は
高
さ
三
七
・

七
㎝
、
幅
三
五
・
五
㎝
で

す
。そ
の
造
形
を
み
る
と
、

最
上
部
は
た
な
び
く
雲
を

象
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

大
き
な
吊
り
孔
が
開
い
て

い
ま
す
。中
央
の
大
き
な

切
り
込
み
の
下
、
左
右
に

張
り
出
し
た「
肩
」か
ら
最

下
部
に
か
け
て
は
、
縁
に

沿
っ
て
小
さ
な
切
り
込
み

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。中

央
に
は
槌
や
撥
で
打
つ
撞

座
が
あ
っ
て
、
周
囲
は
蓮

華
文
の
陽
刻
で
装
飾
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、外
縁
は

断
面
が
三
角
形
の
帯
線
で

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

板
面
の
右
側
に
は
「
武

州
高
麗
郡
圓
□
寺
常
住
」、

中
央
に
は
「
住
持
□
□
」、

左
側
に
は
「
明
徳
二
辛
年

六
月
一
日
」と
、極
め
て
細

い
線
で
陰
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。寺
名
と
住
持
名
は
□

の
部
分
が
意
図
的
に
削
ら

れ
て
い
て
判
読
で
き
ま
せ

ん
が
、高
麗
郡（
現
在
の
埼

玉
県
日
高
市
・
鶴
ヶ
島
市

の
全
域
、お
よ
び
川
越
市
・

狭
山
市
・
入
間
市
・
飯
能

市
の
一
部
）
に
あ
っ
た
寺

の
住
職
に
よ
っ
て
、
明
徳

二
年（
一
三
九
一
）に
造
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。円

福
寺
の
創
建
に
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
一
説
に

は
太
田
道
灌
が
文
明
十
一

年（
一
四
七
九
）に
川
越
で

創
建
し
、慶
長
十
三
年（
一

六
〇
八
）
に
現
在
地
へ
移

転
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。創
建
の
場
所

は
不
明
で
す
が
、
雲
版
に

書
か
れ
た
寺
院
の
近
く
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。道
灌
が

こ
の
雲
版
を
茶
室
で
使
用

し
て
い
た
と
い
う
伝
承
も

あ
り
ま
す
の
で
、
彼
が
円

福
寺
を
創
建
し
た
際
、
元

一
ノ
瀬
美
智
子
選

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、お
餅
、綿

あ
め
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
ほ
か
、

新
た
に
豚
汁
を
出
店
し
、

皆
さ
ま
に
美
味
し
く
召
し

上
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
館
、ジ
ュニ
ア

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
の
ゲ

ー
ム
や
管
内
小
・
中
学
校
に

よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

吹
奏
楽
の
演
奏
、区
民
踊

り
、水
素
カ
ー
給
電
の
展
示

な
ど
、多
種
多
様
な
催
し

物
を
た
く
さ
ん
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
台
支
部
で
は
、こ
の
さ

く
ら
草
ま
つ
り
が
よ
り一層
、

賑
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
に

期
待
し
、地
域
の
方
の
大
切

な
交
流
の
場
と
し
て
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も「
さ
く
ら
草
の

ま
ち
中
台
」を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
の
で
、ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中
台
支
部
長　

山
口 

和
男

俳
　
句

故
郷
の
思
い
つ
の
る
や
初
御
空

 

小
豆
沢　

鈴
木
ヒ
サ
子

食
積
の
手
鞠
の
生
麩
色
美
し
き

前
野
町　

高
梨　

紘
子

デ
ジ
タ
ル
の
車
中
広
告
寒
の
入
り

成
増　

松
川　

和
子

奥
つ
域
を
見
守
る
如
く
寒
鴉

大
原
町　

根
岸
三
恵
子

山
茶
花
や
猫
は
終
日
丸
く
な
る

練
馬　

若
月
ツ
ネ
子

庭
す
み
に
日
本
水
仙
直
ぐ
立
ち
て

咲
け
る
日
だ
ま
り
香
り
た
だ
よ
う

弥
生
町　

神
谷　
洋
子

新
年
に
世
界
の
平
和
祈
り
し
に

実
現
な
る
は
何
時
の
こ
と
か
や

徳
丸　

山
下　
登
美

　
ひっ
そ
り
と
柿
の
根
本
に
福
寿
草

春
を
呼
び
こ
む
黄
色
の
蕾

大
山
西
町　

榎
本　
紀
子

年
始
め
親
族
次
々
曽
孫
抱
く

座
蒲
団
十
枚
役
立
ち
て
居
り

赤
塚
新
町　

野
口　
三
枝

紅
葉
の
十
和
田
奥
入
瀬
め
ぐ
る

旅
卆
寿
の
吾
は
最
後
に
つい
て

板
橋　

広
木　
啓
次

う
か
ら

ひ
ま
ご

板
橋
区
俳
句
連
盟
監
修

会
し
た
旧
友
や
恩
師
の
先

生
方
と
の
思
い
出
話
で
盛

り
上
が
っ
た
り
、華
や
か

な
装
い
で
記
念
写
真
を
撮

っ
た
り
と
、前
野
地
区
で

の
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
満

喫
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で

は
、板
橋
区
代
表
者
、支
部

長
及
び
青
健
会
長
の
挨
拶

の
後
、二
十
歳
を
代
表
し

て
二
人
が
、誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。そ
の
際
、

会
場
内
の
二
十
歳
の
皆
さ

ん
が
襟
を
正
し
て
頷
く
姿

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、小
中
学
校
恩

師
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉

に
、多
く
の
方
が
感
銘
を

受
け
る
な
ど
、簡
素
な
が

ら
感
慨
深
い
式
典
に
な
っ

た
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

式
典
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し

て
、前
野
町
在
住
の
音
楽

家
で
、国
内
外
で
ご
活
躍
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
歌
唱
も
、

式
典
に
華
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
は
、式

典
の
静
粛
な
雰
囲
気
か
ら一

転
、再
会
を
喜
び
、お
互
い

の
近
況
を
笑
顔
で
語
り
合

う
姿
が
会
場
の
至
る
所
で

見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、顔

見
知
り
の
二
十
歳
の
皆
さ

ん
と
町
の
人
と
が
撮
影
や

談
笑
す
る
な
ど
、地
域
開

催
な
ら
で
は
の
良
さ
が
感

じ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、晴
れ

や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
中

行
わ
れ
た
二
十
歳
のつ
ど
い
。

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
の
未
来
が
希
望
に
満

ち
た
も
の
と
な
り
、こ
れ
か

ら
の
人
生
が
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に 　

徳
丸
支
部
で
は
、11
月

16
日（
日
）に
、赤
塚
第
一中

学
校
に
て
、「
徳
丸
地
区
ス

ポ
レ
ク
大
会
」を
実
施
し
、

78
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベン
ト
は
、コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
し
て
い
た「
徳
丸

地
区
ス
ポ
ー
ツ
フェス
タ
」を

ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
し
、雨
天

で
も
影
響
が
少
な
い
屋
内

開
催
を
軸
に
据
え
、ま
た
、

小
学
校
低
学
年
の
児
童
で

も
、気
軽
に
参
加
で
き
る
ニ

徳
　
丸

「
徳
丸
地
区

　
　
ス
ポ
レ
ク
大
会
」　

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し

た
競
技
を
行
う
も
の
で

す
。

　

午
前
の
部
で
は
、小
学

校
低
学
年
を
対
象
に
、「
ド

ッ
ヂ
ビ
ー
」を
実
施
し
ま
し

た
。ド
ッ
ヂ
ビ
ー
は
、ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
に
似
て
い
ま
す
が
、

お
互
い
に
投
げ
合
う
の
は
、

ボ
ー
ル
で
は
な
く
、柔
ら
か

い
ス
ポ
ン
ジ
で
出
来
た
フ
リ

ス
ビ
ー
状
の
デ
ィ
ス
ク
で
す
。

体
力
差
が
生
じ
に
く
く
、

体
に
当
た
って
も
ほ
と
ん
ど

痛
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昼
食
休
憩
で
は
、共
催

の
青
少
年
健
全
徳
丸
地
区

委
員
会
を
中
心
と
し
た
実

行
委
員
に
よ
る
、栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
良
く
、塩
分
補
給
の

で
き
る
、豚
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、小
学

校
高
学
年
の
参
加
者
と
ジ

ュニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、町
会
員
が

一緒
に
、「
キ
ン
ボ
ー
ル
」を
実

施
し
ま
し
た
。

　

キ
ン
ボ
ー
ル
は
、大
人
と

26

の
寺
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
雲
版
は
早
く
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
て
、
天
保

五
年
（
一
八
三
四
）・
同
七

年
刊
行
の
『
江
戸
名
所
図

会
』
で
も
図
入
り
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。区
内
唯

一
の
中
世
の
雲
版
で
あ
る

と
と
も
に
、
円
福
寺
の
歴

史
を
物
語
る
貴
重
な
文
化

財
で
す
。※
当
文
化
財
は

非
公
開
で
す
。

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
野
支
部
長　

山
田 

宣
直

子
ど
も
の
４
人
で
混
成
チ

ー
ム
を
組
み
、直
径
約
１
・

２
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
ボ
ー

ル
を
両
手
で
打
ち
、指
名
さ

れ
た
チ
ー
ム
が
床
に
落
ち

る
前
に
拾
い
上
げ
る
ゲ
ー
ム

で
す
。

　

今
回
の
徳
丸
地
区
ス
ポ

レ
ク
大
会
は
、年
齢
・
性
別

の
垣
根
を
飛
び
越
え
た
、

世
代
間
の
交
流
の
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

徳
丸
支
部
長　

髙
橋 

幸一


